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研究発表要旨

（1）　障害者支援施設で勤務する新人職員の職業継続意思と他者支援尺度得点との関連
医療福祉学研究科医療福祉学専攻修士課程　　　　　○上原　浩揮
医療福祉学研究科医療福祉学専攻　　　　　　　　　　後藤　祐之

【目的】
　障害者支援施設に勤務する新人職員の職業継続意
思と職場における他者支援との関連を明らかにする
ことを目的とした．
【方法】
　中国地方の障害者支援施設204施設に勤務する入
職1～3年目の職員を対象に，無記名自記式質問紙調
査を実施し，125名から有効回答を得た．調査内容
は基本属性，勤務先状況，職業継続意思，他者支援
尺度（業務支援・内省支援・精神支援）であり，統
計解析は，ノンパラメトリック検定を用いた．
【結果】
　①支援者間の比較では，管理職からの支援得点は
リーダー・同僚より有意に低かった．②支援の種類
ごとの比較では，業務支援は，リーダーが管理職よ
り高く，内省支援ではリーダーが管理職・同僚より
有意に高く，精神支援は『同僚 > リーダー > 管理
職』の順で有意に高かった．③職業継続意思との関
連では，継続意思あり群は，すべての支援者からの

支援得点が有意に高かった．④下位尺度との関連で
は，継続意思あり群は全ての下位尺度（業務・内省・
精神支援）で有意に高得点であり，特に管理職から
の内省支援と同僚からの内省・精神支援で差が大き
い結果だった．
【考察】
　新人職員の職業継続意思を高めるには，役割に応
じた重層的な支援体制が必要である．また，管理職
は新たな視座や客観的な振り返りの機会を提供し
（内省支援），リーダーは業務中心の支援を担い（業
務支援），同僚は日常的な振り返りや精神的支援を
行うことが重要である．また，新人職員が周囲から
十分な支援を受けていると感じられれば，人員不足
の状況下でも職場定着につながる可能性がある．
【まとめ】
　新人職員が職業継続意思を獲得するためには，多
様な支援を実感できる職場環境が基盤となる．周囲
の支援者が役割に応じて重層的に支援を行える体制
の整備が重要であることが示唆された．

（2）　遠泳時のリスク検知に関する研究
医療技術学研究科健康科学専攻博士後期課程　　　○濱田　大幹
医療技術学部健康体育学科　　　　　　　　　　　　山形　高司
医療技術学部健康体育学科　　　　　　　　　　　　渡邉　知央
医療技術学部健康体育学科　　　　　　　　　　　　中尾　有子
医療技術学部臨床工学科　　　　　　　　　　　　　鳥越　貴之
九州工業大学教養教育院人文社会系　　　　　　　　川島　将人
医療技術学部健康体育学科　　　　　　　　　　　　小栁　えり
医療技術学部健康体育学科　　　　　　　　　　　　脇本　敏裕
医療技術学部健康体育学科　　　　　　　　　　　　田島　　誠
川崎医科大学公衆衛生学　　　　　　　　　　　　　依田　健志
日本文理大学保健医療学部保健医療学科　　　　　　宮崎　　仁
医療技術学部健康体育学科　　　　　　　　　　　　矢野　博己

【目的】
　これまで我々は，遊泳VRを視聴することで，交
感神経活動が亢進し，副交感神経活動が抑制される
ことを明らかにした．これらの知見を遠泳実習の状
況と照らし合わせることで，VR視聴がリスクスク
リーニング手段として有効かどうかを検討すること
が可能であると考えた．本研究は，遊泳VR視聴時
の心臓自律神経反応と実際に遠泳時にドロップアウ

トしてしまった泳者との関係性について検討するこ
とを目的とした．
【方法】
　研究参加者は，K大学大学生で，遠泳実習に参加
した31名（男性：16名，女性：15名）とした．本研
究は，川崎医療福祉大学倫理委員会の承認を得て実
施した（23-046）．遊泳 VRは，海を泳いでいる時
の映像とし，視聴時の自律神経系活動の評価には，
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心拍変動解析（MemCalc 法）による心臓自律神経
系活動を用いた．遠泳は3時間を目標として行った．
泳速度は，400m平泳ぎ記録をもとに隊列を作成し，
記録の遅い研究参加者に合わせるようにした．分析
は，3時間泳を完泳した泳者（Finishers, n = 22）
と途中でドロップアウトした泳者（DNFs: Did Not 
Finishers, n = 9）に分け，比較を行った．
【結果】
　Baseline と VR 視聴時の各パラメータ（HR，
lnLF/lnHF，lnHF）の変化量を Finishers と DNFs
で比較した結果，DNFs ではΔlnLF/lnHF が有意に

低値を示した（p < 0.05）．
【考察】
　遊泳 VR 視聴において，lnLF/lnHF が上昇する
という反応が統計学的に示されているものの，それ
とは異なる反応を示した参加者で遠泳時のドロップ
アウトが生じやすい可能性が考えられた．
【まとめ】
　本研究では，遠泳時の DNFs 泳者における�
ΔlnLF/lnHF が Finishers と比較して有意に低値を
示し，遠泳時のリスクファクター指標の一つとして
有用である可能性が示唆された．




